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国内主力企業の本決算発表が一巡！
～注目テーマや銘柄を探る～

入間田 陸



最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。
1

ドル円相場の推移（日次）

26年のマーケットの動向を振り返る

QUICKコンセンサスDI

出所：QUICK 作成：岡三証券 5月15日現在 ※各日17時の値

出所：QUICK 作成：岡三証券 月次 直近は2026年4月分

日銀短観（3月調査）
輸出企業の事業計画の前提となっている想定為替レート：

大企業・製造業 26年度 1ドル＝148.88円

出所：日銀短観
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。
2

日経平均株価の予想EPSと予想PER（日次）

業績成長期待から日経平均株価の予想EPSは3,200円台に

NT倍率の推移（日次）

出所：QUICK 作成：岡三証券 5月15日現在
出所：QUICK 作成：岡三証券 5月15日現在
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。
3

出所：QUICK 作成：岡三証券 5月15日現在
※25/3期から継続してデータが取得可能な943社（ソフトバンクG除く）が対象

TOPIX採用企業の27/3期の業績計画（前期比、会社計画）

3月期決算の総括

売上高 営業利益
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。
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▼主なセグメント別営業利益の推移 ▼株価チャート（週足）

古河電気工業（5801 ﾌﾟﾗｲﾑ）

Point !
➢ 電線大手3社の一角。自動車電装部品のほか、通信用・電力用ケーブルなどを手掛ける
➢ 26/3期は前期比9%増収、同36％営業増益。26/3期を最終年度とする中計財務目標を全て達成
➢ 27/3期会社計画は前期比12％増収、同49％営業増益を見込む。「光」と「情報」セグメントを軸とした高成長へ

出所：会社資料 作成：岡三証券
※27/3期（予）は会社計画、 5月12日現在

※27/3期より報告セグメントを変更、26/3期は遡及修正値 ※メタルソリューション、サービス・開発等、連結消去は考慮せず

出所：QUICK 作成：岡三証券 5月15日現在
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。
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出所：会社資料 作成：岡三証券
※27/3期（予）は会社計画、4月28日現在

▼主な部門別調整後営業利益の推移 ▼株価チャート（週足）

三菱電機（6503 ﾌﾟﾗｲﾑ）

Point !
➢ 総合電機大手。近年は「データセンター」、「エネルギー」、「防衛」、「空調」など、材料が豊富
➢ 27/3期会社計画の調整後営業利益*は前期比18％増益を見込み、過去最高益となる見通し
➢ 注力する防衛事業では、前期末時点の受注残高が約1.3兆円に到達

出所：QUICK 作成：岡三証券 5月15日現在
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*調整後営業利益は、事業・資産売却損益、減損損失等を控除して算出
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。
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精密機器や化学は反発へ。電機の成長が続く

東証33業種別：TOPIX採用企業の27/3期営業利益計画（前期比、会社計画）

上位5業種 下位5業種

出所：QUICK 作成：岡三証券 5月15日現在
※25/3期から継続してデータが取得可能な943社（ソフトバンクG除く）が対象
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。
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▼主なセグメント別Adjusted EBITA*の推移 ▼株価チャート（週足）

日立製作所（6501 ﾌﾟﾗｲﾑ）

Point !
➢ 27/3期会社計画は前期比5％増収、Adjusted EBITA*は同8％増益へ
➢ 27/3期のLumadaが売上全体に占める割合は44％へ（26/3期は同40％）
➢ HMAX（社会インフラ向けAIソリューション）に注目

出所：QUICK 作成：岡三証券 5月15日現在

*Adjusted EBITAは、調整後営業利益に、企業結合により認識した無形資産等の償却費を足し戻して算出
※調整後営業利益は、売上収益から売上原価並びに販売費及び一般管理費の額を減算して算出

出所：会社資料 作成：岡三証券
※27/3期より報告セグメントを一部変更、26/3期は遡及修正値 ※27/3期（予）は会社計画、 4月27日現在
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。
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▼セグメント別受注高の推移（四半期） ▼株価チャート（週足）

アンリツ（6754 ﾌﾟﾗｲﾑ）

Point !
➢ 通信計測器大手。無線基地局の建設・保守に用いるテスタでは世界トップクラスの市場ポジション
➢ 27/3期は前期比35％営業増益へ。通信計測が業績をけん引する見通し
➢ データセンターにおける光トランシーバー需要は中期的に拡大する見通し。通信計測器の需要拡大に注目

出所：会社資料 作成：岡三証券 出所：QUICK 作成：岡三証券 5月15日現在
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。
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▼部門別受注高（四半期） ▼株価チャート（週足）

ファナック（6954 ﾌﾟﾗｲﾑ）

Point !
➢ 工作機械などに搭載されるNC（数値制御）装置で世界首位
➢ 26/3期4Q（1-3月）はFA部門やロボット部門を中心に受注好調
➢ 産業用ロボットなどに注目。エヌビディアやアルファベット各々と取り組むフィジカルAI分野での業績成長へ

出所：会社資料 作成：岡三証券 出所：QUICK 作成：岡三証券 5月15日現在
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。
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▼半導体製造装置部門の受注高推移（半期） ▼株価チャート（週足）

東京精密（7729 ﾌﾟﾗｲﾑ）

Point !
➢ 「精密に測る力」に強み。プローバやグラインダなどを手掛ける半導体製造装置部門が利益の大半を占める
➢ 27/3期会社計画は前期比19％営業増益へ。高付加価値製品比率の増加が利益を押し上げる見通し
➢ ハイブリッドボンディング向けグラインダの新工場が竣工。27/3期の下期以降に受注高への寄与が見込まれる

出所：会社資料 作成：岡三証券
※27/3期上期（予）の伸び率は会社計画、5月13日現在

出所：QUICK 作成：岡三証券 5月15日現在
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。
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AI・データセンター関連以外では、テルモや富士フイルムHDに注目

主な注目銘柄

出所：各種資料 作成：岡三証券 Sはスタンダード

決算期 コード 名称 内容

3099 ミツコシイセタン 27/3期は営業利益は4期連続で過去最高へ。海外顧客の売り上げ回復や経費の構造改革が寄与

4543 テルモ 27/3期はカテーテルなどの新製品投入で成長継続へ

4901 富士フイルムHD 27/3期はCDMO（医薬品の開発製造受託）や半導体材料への大型投資一巡で株主還元余地

6098 リクルートHD
27/3期は主力の米求人検索サイト「インディード」がけん引へ。米国では求人数が減少傾向も、有料の求人広告プランが奏

功し、収益化が加速へ

S7716 ナカニシ 26/12期1Qは歯科治療機器などを製造。歯科治療や外科手術向けドリルが好調

7936 アシックス
26/12期1Qは主力のスニーカーに加え、高級ブランド「オニツカタイガー」も好調が続く。オニツカタイガー事業の利益率は

39.6％と、前年同期から3.2％ポイント上昇した

3月期

12月期
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裏付け資産の評価額（指数連動型の場合は日経平均株価・TOPIX 等）等、株価指数 CFD は対象指数等の変化に伴う価格変動のリ
スクがあります。外国市場については、為替変動や地域情勢等により損失を被る場合があります。上場投資信託（ETF）および指数
連動証券（ETN）のうち、レバレッジ型・インバース型の価格の上昇率・下落率は、2 営業日以上の期間の場合、同期間の原指数の上
昇率・下落率に一定の倍率を乗じたものとは通常一致せず、それが長期にわたり継続することにより、期待した投資効果が得られな
いおそれがあります。上場新株予約権証券は、上場期間・権利行使期間が短期間の期限付きの有価証券であり、上場期間内に売
却するか権利行使期間内に行使しなければその価値を失い、また、権利行使による株式の取得には所定の金額の払込みが必要で
す。株価指数 CFD では建玉を保有し続けることにより金利相当額・配当相当額の受け払いが発生します。【FX】外国為替証拠金取
引（以下、「FX」）は預託した証拠金の額を超える取引ができるため、対象通貨の為替相場の変動により損益が大きく変動し、投資元
本（証拠金）を上回る損失を被る場合があります。外貨間取引は、対象通貨の対円相場の変動により決済時の証拠金授受の額が増
減する可能性があります。対象通貨の金利変動等によりスワップポイントの受取額が増減する可能性があります。ポジションを構成
する金利水準が逆転した場合、スワップポイントの受取から支払に転じる可能性があります。為替相場の急変時等に取引を行うこと
ができず不測の損害が発生する可能性があります。【各商品共通】システム、通信回線等の障害により発注、執行等ができず機会利
益が失われる可能性があります。

●保証金・証拠金：【信用】最低委託保証金 30 万円が必要です。信用取引は委託保証金の額を上回る取引が可能であり、取引額の
30％以上の委託保証金が必要です。【株価指数 CFD】発注証拠金（必要証拠金）は、株価指数ごとに異なり、取引所により定められ
た証拠金基準額となります。Web サイトで最新のものをご確認ください。【FX】個人のお客様の発注証拠金（必要証拠金）は、取引所
FX では、取引所が定める証拠金基準額に選択レバレッジコースに応じた所要額を加えた額とし、店頭 FX では、取引金額（為替レ
ート×取引数量）× 4%以上の額とします。一部レバレッジコースの選択ができない場合があります。法人のお客様の発注証拠金
（必要証拠金）は、取引所 FX では、取引所が定める証拠金基準額とし、店頭 FX では、取引金額（為替レート×取引数量）×金融先
物取引業協会が公表する数値とします。発注証拠金に対して、取引所ＦＸでは、1 取引単位（1 万又は 10 万通貨）、店頭 FX では、1
取引単位（1,000 通貨）の取引が可能です。発注証拠金・取引単位は通貨ごとに異なります。Web サイトで最新のものをご確認くださ
い。

●手数料等諸費用の概要（表示は全て税込・上限金額）：【日本株】取引手数料には 1 注文の約定代金に応じたワンショットと 1 日の
合計約定代金に応じた定額プランがあります。ワンショットの上限手数料は現物取引で 3,300 円、信用取引で 1,320 円。定額プラン
の手数料は現物取引の場合、約定代金 200 万円以下で上限 1,430 円、以降約定代金 100 万円ごとに 550 円加算、また、信用取引
の場合、約定代金200万円以下で上限1,100円、以降約定代金100万円ごとに330円加算します。手数料プランは変更可能です。
信用取引手数料は月間売買実績により段階的減額があります。信用取引には金利、管理費、権利処理等手数料、品貸料、貸株料
の諸費用が必要です。【上場新株予約権証券】日本株に準じます。【中国株】国内取引手数料は約定金額の1.1％（最低手数料5,500
円）。この他に香港印紙税、取引所手数料、取引所税、現地決済費用等の諸費用が必要です。売買にあたり円貨と外貨を交換する
際には、外国為替市場の動向をふまえて当社が決定した為替レートによるものとします。【株価指数 CFD】取引手数料は、セルフコ
ースは 1枚につき 330円、サポートコースは 1枚につき 3,300円です。【投資信託】換金時には株式投信の場合、基準価額に対して
最大0.50％の信託財産留保金をご負担いただく場合があり、公社債投信の場合、換金手数料として 1万口につき最大110円をご負
担いただきます。信託財産の純資産総額に対する信託報酬（最大 2.42％（年率））、その他の費用を間接的にご負担いただきます。
また、運用成績により成功報酬をご負担いただく場合があります。詳細は目論見書でご確認ください。【FX】取引所FXの取引手数料
は、セルフコースはくりっく 365 が無料、くりっく 365 ラージが 1 枚につき 1,018 円、サポートコースはくりっく 365 が 1 枚につき 1,100
円、くりっく 365 ラージが1 枚につき 11,000 円です。店頭FX の取引手数料は無料です。スプレッドは、通貨ごとに異なり、為替相場
によって変動します。Web サイトで最新のものをご確認ください。

●お取引の最終決定は、契約締結前交付書面、目論見書等および Web サイト上の説明事項をお読みいただき、ご自身の判断と責
任で行ってください。

（2026 年4 月改定） 
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